
資料としての掲載のため、 

以下の箇所等を省いてあります。 

個人情報（氏名・住所・電話番号） 

まちへの思い（公募作文集 P9～13） 

各丁目別世帯名簿（班別 P48～59） 



′ 汚水処理施 は

こうして 共下水道に移管された

設
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・ 約900世帯にふくらんだ昭和田年以降、台風シーズンには大雨も影響して、

1装解をYF舗震財報9牽訴誇7:馘皇むぞRお
。

。現在空地になつている8丁目南端のこの場所(1,285r)|こ は、昭和47年 4月汚水処理施設が建設され、
平成6年 4月 に公共下水道に切り替えられ、20年間の役目を終えて、同年5月 に解体された。
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会積立金より支払う件承認される>
5 5宅地配管調査実施<誤配管家屋23戸あり。10/17ま で

帰属Jと すること承認される>
興人による汚水本管の調査点検 (12/20まで )

第 3回全体班長会議 (住民集会 )開催<全戸カ第 3回全体班長会議 (住民集会 )開催<全戸対象の宅
地内配管調査を専門業者に委託する件、同費用を自治

会積立金より支払う件承認される>

に全戸改修完了>
5 8第 4回全体班長会議 (住民集会)開催。

「自主運営に関する協定書」「公共下水道接続に関け
る協定書」及び対興人 “交渉促進剤"と して積立金よ
り350万円拠出する件承認される。
同上各協定書の締結。
第5回全体班長会議 (住民集会)開催<総括報告及び
自主運営の管理上の諸問題説明>
自主運営のための施設の維持管理に関する協定書、専
H― Iス・エルと締結。
興人より自治会に対し、正式に施設が移管される。
公共下水道へ接続される。
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H32
35
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マンホールから汚水の流出事故が発生するように
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フフtゑr五年初分離摺
次 分譲年月 戸数 累計 摘要

① 50;3 35 :+i：：：手手手・：｝；
② 53/1 15 50 総連~；’
③ 54/1 32 82 鍋輯糊醐
@ 3 10 92 習創出掛a
⑤ 10 21 113 ：王将~：：1:-:1:
⑤ 55/7 20 133 
tぺ叫ノ 56/2 20 153 綿綿~縦
③ 11 23 176 認匙偏混ぜ
② 58/1 23 199 il沿汽告別

⑮ ::, 15 214 4・よγA・4
fU) 11 24 238 税強淡路後

@ 59/1 16 254 編鐙箆盤
i~ 9 22 276 F・’1 •，、 ~，，・
il1) 60/1 23 299 竃II
i~ 7 25 324 ミ沼＼＂＇：：｝：＼？・ 1

fl§} 61/1 29 353 1111,11111t1:w 
iU) 7 17 370 私話出l
;~ 62;1 22 392 まi議機際i
＇邸 7 13 405 
'~ 63/1 11 416 霊護霊言語
,@ 8 10 426 雰反：V:7f.
。② 64/1 8 434 ．、、るεァで、・＝，..＜：：－j、－~ι、ー

＇窃 冗，，7 11 445 重量芭謹
f:4) 2/7 8 453 事寝E罰~

'Z5i 5/6 内・3 456 米世t，科帯
·~ 6i6 」58 醤麟趨蝦

フフ L’~j,'frfl.主ン｛J¥ C::l付分譲） ?7_) ,g 19-6 穿l!A＇こよる〈杉干ミ〉
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そ
こ
で
、
地
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の
方
と
タ
イ
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プ
し
て
の
空
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有
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活
用
が
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民
の
皆
様
に
大
好
評
。

白地は土地のみの分譲コド

／ 
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不動F販宮株式興 冗会社
鵜沼ハウジングセンター
TE L ( 0583 ) 8 5 -0 6 5 5 (FA X兼用）

お，置けします

快適な住まい

ゆとりの暮らし

求

＼ミ


